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新庁舎建設特別委員会の概要（第４６回） 

 

 

１ 日 時   第４６回 令和７年８月１３日（水）  

１３時００分～１３時４８分 

 

２ 場 所   第１議会委員会室 

 

３ 欠 席   森厚夫委員、永田徳男委員 

 

４ 内 容   １ 意見書の回答について 

        ２ 市民の意見の取りまとめについて 

        ３ その他 

 

◆配布資料 

・意見書に対する回答 

・説明会とアンケートのスケジュール案 

・説明会チラシ 

・市民アンケート案 

・市民アンケート添付資料（かわらばん vol.6） 

 

新庁舎建設特別委員会から提出した意見書について、執行部より回答を受け取った。 

 

１ 意見書の回答について 

【主な説明内容】 

１ 新庁舎整備に関する方針の背景、整備予定地の選定理由、関連施設（体育館・図

書館等）の方向性、市の将来像等について、市民説明会を開催し、執行部より市民に

対する直接説明を行うこと。 

（回答） 

 本意見書により、再度説明会の開催を求められましたので、市民説明会を開催して、

かわらばんvol.6の内容を中心に現段階でお話しできる内容について市民の皆様に直

接情報提供を行います。 

 なお、市民説明会の開催後、無作為抽出によるアンケートを通じ、市民の皆様の意

見を精度高く把握した上で、今後の方針形成に活かしてまいります。 

２ 説明会は市内 8 地区を基本としつつ、参加者の利便性や運営の効率性を考慮し、

生涯学習センター等での合同開催を組み合わせるなど、柔軟な方法で実施すること。 

（回答） 
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 市民説明会の開催場所については、参加者の利便性や運営の効率性を考慮して、市

内 3カ所（生涯学習センター、みのかも文化の森、加茂野交流センター）で開催する

ように検討してまいります。 

３ 市民との丁寧な対話を通じて理解促進に努めるとともに、多様な声に触れる機会

とし、今後の政策判断への参考とすること。 

（回答） 

 新庁舎整備を進めるにあたり全国的にも例をみないほど市民との対話を重ねてき

たところです。今後もこれまで以上に、市民の皆様との丁寧な対話を重視しながら、

新庁舎整備を着実に進めてまいります。同様に、市議会議員の皆様との対話も重視し

ており、今後開催される新庁舎建設特別委員会には、市長を含む執行部が出席し、建

設的な議論を深めてまいりたいと考えております。 

 また、多様な市民の声を丁寧に受け止めるためにも、市民アンケートを実施いたし

ます。 

<説明会とアンケートのスケジュール案> 

〇総合政策会議：8月 7日開催（市民説明会・アンケート実施） 

〇市議会・新庁舎建設特別委員会：8月 13日報告（市民説明会・アンケート実施） 

〇市民説明会周知広報・ＨＰ等公表：8月 13日ちらし印刷開始、8月下旬マスコミリ

リース、参加申し込みスタート予定（ＨＰ周知、9 月広報折込、新聞折込み、各種Ｓ

ＮＳ） 

〇市民説明会（3地区）：9月 21日、26日、27日 

〇8000人アンケート：9月初めからの準備、10月中旬に郵送予定。可能であれば前倒

して実施。アンケート期間を 2～3 週間程度設け、その後集計。自由記載欄について

は 12月以降集計 

〇市議会との情報共有は随時行っていく。 

<説明会チラシ> 

新庁舎整備地についての説明会を開催します！ 

第 1回：令和 7年 9月 21日（日）午後 3時～4時 

みのかも文化の森 緑のホール（定員 90人） 

第 2回：令和 7年 9月 26日（金）午後 7時～8時 

生涯学習センター 201集会室（定員 150人） 

第 3回：令和 7年 9月 27日（土）午後 3時～4時 

加茂野交流センター（定員 100人） 

対象：市内在住又は在勤の中学生以上 

締切：令和 7年 9月 19日（金）正午（郵送の場合は必着） 

※1人 1回のみの参加、先着順  

テレビ、新聞、広報誌などのメディアによる立ち入り及びホームページへの記事掲

載のために撮影を行う予定。ライブ中継も行いますので、予めご了承ください。 

申込方法：参加申込フォーム（二次元コードよりアクセス）、電話受付（新庁舎整備

推進課 0574－25－2111（内線 246）） 
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その他の申込方法：メールでのお申込み、郵送でのお申込み、申込書をお持ちいただ

く 

<市民アンケート案> 

〇対象：無作為抽出した 15歳以上の 8,000人 

〇回答期限：11月中旬予定 

〇発送：10月中旬予定 

〇添付資料：かわらばん vol.6を同封して発送 

（過去のかわらばん等の資料も二次元コードから確認できる） 

〇主なアンケート項目 

問１.（1）年齢 （2）お住まいの地区 

問２．（1）『プラザちゅうたい敷地』を新庁舎の整備地とすることについて 

1．賛成（行政に一任） 2.反対 3.判断できない 

 問２－１． 問２で「反対」を選択した場合 

（1） あなたが考える新庁舎の整備地（あてはまる項目 1つに〇） 

 1.畜産研究所周辺 2.大手町公園周辺 3.現庁舎周辺 4.その他（     ） 

 問３．新庁舎整備事業に関する意見（自由記述） 

※問２－１の候補地の順番は、令和 6年の 2月から 3月に行った複数候補地のアン

ケートの得票の多かった順番。 

8,000人を対象にアンケートを実施。回収率は 35％で 2,800人の回答を想定。2,500

人の回答で誤差は 2％以内となる。 

アンケートの実施に必要な予算が約 220 万円不足しており、9 月議会の補正予算で

上程予定。 

【委員会で出た主な意見】 

<委員> 説明会の時間が 1 時間となっているが、その内容は。また質問時間はとるこ

とはできるのか。 

→市長から、かわらばん vol.6 についての内容を中心に 30 分程度説明をして、その

後、内容について 30分程度の質疑応答と考えている。 

<委員> アンケートにメリット、デメリットを 3つ程度記載できないか。 

→アンケートは二次元コードが 2 ついており、みんなの新庁舎のポータルサイトや、

かわらばん vol.5につながっており、そういったもので確認ができる。 

<委員> アンケートでの LINEの活用などは考えているか。 

→郵送による回答だけではなく、ウェブ回答も考えている。ウェブ回答が増えると集

計も早くなり、ぜひお願いしたい。 

<委員> かわらばんと一緒に説明会の主な質疑を添付できないか。 

→添付資料はかわらばん vol.6を考えているが、添付資料についてもまた検討してい

く。 

<委員> 議会も説明会に関わっていく必要があり、説明会に参加することについて、

しっかりまとまっていく必要がある。 

<委員> 議会から説明会を行ってほしいと要望しており、議員全員が参加するという
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姿勢であると思っている。 

<委員> 少なくとも 1回以上は出席し、3回とも出席して市民の雰囲気を自分で感じる

ことが必要である。アンケートで得られた結果に対しては、極力尊重してほしい。 

<委員> 市民の声を少しでもつかむことができ、出席したいはずで、3回出席すること

は大事である。 

<委員> アンケート項目が、賛成、反対、判断できないとあるが、アンケートを重視

するという方向性であれば、賛成か反対かというような二者択一的なアンケートに

するべきである。 

 

２ 市民の意見の取りまとめについて 

 次回、開催時に検討する。 

 

【まとめ】 

 ・意見書の回答として、市が説明会の開催と市民アンケートを実施する。 

 ・説明会には議員全員が参加する。 

 ・市民アンケートの結果について、議会が決定する際に重く受け止めるべき。 

（内容については、次回まとめる。） 

 


